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●第２回 図書館くらしのセミナー

「知って得する！わが家の保険」

日時：10 月 24 日（水）

午後 1 時 30 分～午後 3 時
会場：いわき総合図書館４階 学習室
講師：佐藤 房代氏

（ＮＰＯ法人 いわきＦＰe-らいふ）
定員 40 名

＊数多、商品化されている様々な保険、いざという
ときの備えとして、どんな保険を選べば良いのか、
アドバイスをいただきます。

+

図書館

http://library.city.iwaki.fukushima.jp
http://library.city.iwaki.fukushima.jp/mobile/index.html
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●高校生による
あさのあつこさん作品ポスター展
日時：10月 25日（木）～11月 7日（水）
会場：いわき総合図書館 4階 テラス前

★開館 5周年記念事業
あさのあつこさん講演会★

「物語を書くということ

～児童文学から時代小説まで～」

◆日時 平成 24 年 11 月 3 日（土）
午後 1 時 30 分～午後 3 時

◆会場 いわき産業創造館
企画展示ホール

◆定員 250 名
◆申込方法 往復はがき

（1 枚につき 2 人まで応募可）
◆締め切り 10 月 16 日（火）※必着

※申込者全員に返事をお出しします。

「第 66 回読書週間」関連行事の案内

いわき総合図書館・開館 5 周年によせて

いわき総合図書館が、いわき駅前のラトブ内に、新しく誕生
して、はや 5 年目を迎えようとしています。開館以来、多くの市
民に愛され、支えられながら、図書館が日々の暮らしの中に
定着しつつあることに、心から感謝申し上げます。

現在、いわき市を取り巻く状況は、東日本大震災と原発事
故等の影響により大変厳しいものがありますが、こうした時だ
からこそ図書館としての役割を十分に認識し、常に利用者の
目線でサービスの向上に努めていきたいと思います。

これからも一人でも多くの方に図書館に足を運んでもらい、
本棚から思いがけない出会いを味わってほしいものです。ま
た、読書は、学びの基礎となるものですから、たくさんの本を
読んでほしいと思います。

総合図書館の経営はまだ緒に就いたばかりです。長い視
点で「また来たくなる、みんなの役に立つ図書館」めざして鋭
意、各種事業推進に努めていきたいと考えております。

なお、図書館では、5 周年を記念して、作家あさのあつこさ
んをお迎えし、講演会を予定しておりますので、多数の参加を
お待ちしております。

いわき総合図書館長 新妻 秀次

●講習会

「手縫いでおしゃれブックカバー」
日時：10 月 30 日（火）

      午後 1 時～午後 4 時
会場 いわき総合図書館 4 階

工作アトリエ
講師 橋本 佳園子氏
定員 10 名

＊買うのは簡単！でも、あつらえた
ものには格別の味わいが…。古布を使
って、ブックカバーを作ってみませんか。
お気に入りの本にカバーをかけて、大切
にしましょう。

ちなみに、10 月 20 日は、「リサイクル
の日」です。

●手作り絵本教室

「絵本をつくろう！」
日時
10 月 19 日（金）10:30～12:00
10 月 26 日（金）10:30～12:30
会場 いわき総合図書館 4階

    工作アトリエ
定員 15 名
＊世界に 1 冊の絵本を作りません

か。

●ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ講習会

「知識探索サイトを使いこなそう！」
日時：11 月７日（水）
1回目 15:00～16:00
「辞書・事典を使ってふるさとを調べよう」
2回目 18:00～19:00
「レポート・企画書作成に有効な使い方」
会場 いわき総合図書館 4階会議室
講師 山本 京子氏（㈱ネットアドバンス）
定員 各回 10名（インターネットの検索が

できる方）
＊ジャパンナレッジの活用法をマスターし
ませんか。専門の講師が、暮らしや仕事に
役立つ使い方を伝授します。
※データベースは、いわき総合図書館 5 階のビ

ジネス支援コーナーにある専用端末でご利用く

ださい。
参加無料 申込は

9月 25日（火）10時から

各館カウンターで受付けます。
（総合図書館のみ電話受付可））

保 険 を 見 直 し

て、賢い選択を

しましょう。

いわき総合図書館開館 5 周年によせて

便利さを
実感して
下さい！



■科学あそび

「ピンホールカメラを作ろう！」

８月６日（月）

科学読物研究会の小川 真理子さんを講師に、

牛乳パックを使ってカメラを作り、穴や見え

方の違いを調べました。

■夏休み工作教室 「あそびの達人」とつくろう

７月２１日（土）

絵本作家の木内かつさん、

仁平先生、金沢先生のあそび

の達人 3 人が、工作や歌で、

子どもたちと遊んでくれまし

た。みんな笑顔で、楽しいひ

とときを過ごしていました。

【レポート ７･８月の行事】

■第１回 図書館くらしのセミナー

「実践 会話力 ＵＰ！
～コミュニケーションの心理学～」

７月２２日（日）

いわき明星大学の林 洋一

教授にコミュニケーションの基本

を教えていただきました。

■夏休み子ども映画会

７月２４日～８月３日

今年も、各地区の会
場に大勢の方が来場し
みんなで映画を楽しん
でいました。

《 月を愛でる 》

「月の本」ドナ・ヘネス∥著 真喜志 順子∥訳
河出書房新社 2004.9

月は、人々を神秘と魅惑に
満ちた夜の舞台にいざないま
す。様々な伝承やイメージで
語られる「月」についての知
識がたっぷり入った決定版。
月のすべてがわかる本。

22 名

参加

《 何を読もうか悩んだときは 》

「THE BOOKS 365 人の本屋さんがどうしても届
けたい『この一冊』」                

        ミシマ社∥編 ミシマ社 2012.8

どの本も、書店員さん直筆の手書
きキャッチコピーとともに紹介して
あります。本を愛する書店員さんの
熱い思いが、本と一緒に手渡されて
いるような気がします。

読書のナビゲーターたちの案内に
沿って本をひもとけば、新しい本と
の絆が芽生えるかもしれません。

《 3・11 を忘れない！ 》

「3・11 を読む 千夜千冊番外録」
松岡 正剛∥著 平凡社 2012.7

松岡正剛が 3・11直後から読んだ
本のうち、原子力発電の技術と社会、
フクシマ問題、技術立国がもたらし
た功罪などに関する本を紹介してい
ます。ブックナビゲーションサイト
『千夜千冊』の連載「番外録」をも
とに書籍化しました。著者の 3.11後
の日常もかいまみえる一冊。

335名

参加

56 名

参加

《 シニアライフを考える 》

「老いを愉しむ習慣術『しなやかな心』のつ

くり方」 保坂 隆∥著 朝日新聞出版 2011.12

老いを受け入れ、愉しむ、しな
やかな心。それは日々のちょっと
した習慣で手に入れることができ
ます。どこまで年を重ねても自分
らしく自立した精神をもち、自分
の意思と判断で人生を進めていけ
るよう、人生を充実させて愉しむ
ための習慣術を心の専門医が具体
的にアドバイスした本です。

【秋の夜長の読書】

《 出生前診断について考える 》

「子どもを選ばないことを選ぶ
いのちの現場から出生前診断を問う」

  大野 明子∥編著 メディカ出版 2003.5

自然なお産と子どもたちの成長
をみつめるうち、出生前診断は命
の選別であると実感した、産科医
の著者。技術本位ではない出生前
診断の本質、また産まないことを
選ぶ意味などについて説きます。
授かる命の重さを考えさせる一冊。

《 ノーベル賞のひみつ 》

「ノーベル賞はこうして決まる

選考者が語る自然科学三賞の真実 」
   アーリング・ノルビ∥著 千葉 喜久枝∥訳

創元社 2011.11
長年にわたり選考に関わったウィ

ルス学者が、選考秘録と自身の経験
をもとに描く、人間くさい真実。日
本人科学者のエピソードも興味深い
ノンフィクション。
11月 27日は、ノーベル賞制定記念日。

31 名

参加



「両親に贈りたい旅 26 選」
        A Works∥編 A-Works 2012.5

世界一周の旅を経験したことがある編集者が、世

界中の素敵な観光地から「両親に贈りたい旅」を厳

選して集めたガイドブック。ことばや食事、行程が

適切かどうかなど条件にあった海外旅行のプラン２

６箇所分を、美しい写真とともに紹介。親子旅で親

孝行を考えている方に。

「日本一おいしい給食レシピ」
全国学校栄養士協議会∥監修  宝島社 2012.７

「全国学校給食甲子園」で優勝・準優勝・入賞し

た献立レシピを家庭向けにアレンジし紹介しました。

給食というだけあって、子どもたちに欠かせない栄

養バランスがきちんと考えられていて、苦手な食材

も残さず食べられるアイデアが満載です。

「岡井隆の短歌塾 入門編」         
岡井隆∥著  角川学芸出版 2012.5

短歌初心者の質問に実例を示しながら、基本の一

歩から歌集つくりまでを分かりやすく答えています。

的確なワンポイントアドバイスもあり、すぐにでも

短歌をひねり出せそうな気分にしてくれる本。

「絶対にボケたくない人がするべき
たった７つの習慣」

白澤 卓二/ダニエラ・シガ∥著 角川マガジズ 2012.7

誰もが細胞の中にもっている染色体の端「テロメ

ア」の長さが、ボケるかどうかの鍵をにぎっている！

若々しい人は長く、老化が進んでいる人は短くなっ

てしまう「テロメア」を、長く保つための良い方法

とは何か。健康に役立つ一冊。

「<アウトライン記述法>で
A4 一枚の文書がサクサクつくれる本」

地蔵 重樹∥著 日本実業出版社 2012.6

「アウトライン記述法」という、思いつくままに

項目を書き出して、それから全体の構成を決定し、

それぞれの項目にふさわしい短文をぶら下げていく

という方法を紹介しています。名文を書こうとして

いたずらに時間をとられないように…。日々、文書

作成に悩まされている方に、お薦めの一冊。

「ぼく、牧水！ 歌人に学ぶ『まろび』の美学」
  伊藤一彦・堺雅人∥著 講談社 2012.4

牧水研究の第一人者で、若山牧水記念文学館の館

長にして歌人でもある伊藤一彦と、その教え子の俳

優堺雅人が、３夜連続で、お酒を酌み交わしながら、

同郷宮崎の歌人若山牧水について語りあいました。

生き方や表現の根底に流れる「なまくら感」と「あ

くがれ」に迫り、牧水が身近に感じられる一冊。

「一〇〇年前の女の子」
船曳 由美∥著 講談社 2010.6

約 100 年前に生まれた女の子・寺崎テイ（作者の

母）の成長と生き方の回顧録。実母が戻らず、不憫

な幼少時代をすごしたおテイちゃんが、健気でいじ

らしい。農村の季節ごとの行事、暮らしの中の楽し

みなど、ちょっと前の「日本の姿」が懐かしく、手

間をかけた暮らしが新鮮です。祖父母や両親が子ど

もだった頃を想像させます。

「わくわく!びっくり! かんたん手づくり絵本」
木村 研∥ チャイルド本社 2012.8

子どもとつくるかんたん手づくり絵本。「あてっこ
絵本」「のびる絵本」「変身絵本」など、季節や行事
に合わせて楽しめるアイデアが満載！

絵心がなくても、こどもの絵や写真を使って簡単
に作れる、保育の現場で役立つ一冊。

「フラガールと犬のチョコ
東日本大震災で被災した犬の物語」

祓川 学∥著 かなき 詩織∥画 ハート出版 2012.7

「スパリゾートハワイアンズ」のフラガールの 1

人、大森梨江さんは、双葉町の出身で実家にいる愛

犬チョコを置き去りにするしかありませんでした。

梨江さんは、はなればなれになったチョコの思いを

胸にして、同じ被災者の人達のために、避難所での

フラガール公演をやりとげました。感動の 1冊です。

「ねこまるせんせいのおつきみ」
押川 理佐∥作 渡辺 有一∥絵

世界文化社 2012.9

ねこまるせんせいは、ござかな園の見習いの先生

ですが、本物のトラ猫です。ある日、お月見のおだ

んごをつくっていたねこまる先生は、おだんごを飲

みこむとこうちゃんといっしょに空高くとばされて

しまいました。二人は、どうなるのでしょう。

十五夜のお月見におすすめの絵本です。

【おすすめの本】

一 般 書

児 童 書

★★FMいわき・「本のある生活」で、図書館職員がおすすめの本を紹介しています。
⇒放送は、毎週土曜日、午前 9時 32 分頃からです。
図書の紹介のほか、図書館の行事などの案内もしています。 FMいわき 76.2MHz



視聴覚資料上映会
          ○先着 30 名程度・入場無料

いわき総合図書館（４階・会議室）午後２時～

●９月１日（土） 子ども向け

「コロちゃんのケーキづくり」             （25 分）

●９月１５日（土） 一般向け

「プロフェッショナル仕事の流儀 杜氏農口尚彦の仕事」        

（47 分）

●１０月６日(土） 子ども向け

「ころわんのおはなし、きたきつねのゆめ」      (40 分)

●１０月２０日(土） 一般向け

「劇団四季・ミュージカル 赤毛のアン」 （159 分）

●１１月３日(土） 子ども向け

「もうひとつのどうぶつえん 絶滅動物ものがたり

マンモスたちの時代」 (32 分)

●１１月１７日(土） 一般向け

「ユネスコ 世界自然遺産Ⅳ アジア」  （60 分）

   
いわき総合図書館

         展示棚のテーマ

おはなし会

       ○事前申込不要・入場無料

●いわき総合図書館（４階・おはなしのへや）

９月 ８日（土）  午前１１時から

９月２２日(土）     〃

１０月１３日（土）     〃

１０月２７日（土）     〃

１１月１０日（土）    〃

１１月１７日（土）     〃

１１月２４日（土）     〃

●小名浜図書館（小名浜公民館２階会議室）

９月 ８日（土）  午後２時 30 分から

１０月２０日（土）    〃

１１月１０日（土）     〃

●常 磐図書館（常磐公民館２階和室）

１０月１３日（土）  午前１０時 30 分から

１１月１０日（土）    〃

●勿 来図書館（植田公民館３階視聴覚室）

９月 ８日（土）  午後２時から

１０月１３日（土）   〃

１１月１０日（土）     〃

●内 郷図書館（内郷公民館２階和室）

９月 ８日（土） 午前１０時３０分から

１０月１３日（土）    〃

１１月１０日（土）     〃

●四 倉図書館（四倉公民館１階和室）

９月 ８日（土）  午前１１時から

１０月１３日（土）     〃

１１月１０日（土）     〃

※都合により日程が変更になる場合もあります。

４階子ども展示コーナー 〈おはなしのへや入口〉

９月・「ねこのえほん」

・「小学校の教科書にのっている本 ２年生」

10 月／11 月

・「おすすめ読み聞かせ絵本」

・「小学校の教科書にのっている本 ３年生」

４階テーマ展示コーナー〈生活･文学のフロア階段前〉

９月・「岩合光昭の世界」

10 月・「スポーツの本」

１１月・「世界遺産の本」

５階テーマ展示コーナー〈歴史･科学のフロア階段前〉

９月・「動物の本」

10 月・「読書の手引き」

１１月・「生き方を考える本」

【９～１１月の催しものの案内】

地域資料常設展示

「青春の足跡展 ～高校の出版物～」

■ １０月５日（金）～平成２５年３月２４日（日）

■ ５階・いわき資料フロア内

明治後期から昭和までに発行された市内高校（旧制
中学校・高等女学校含む）の出版物を紹介します。当
時の高校生の「青春の足跡」に触れてください。

企画展示

「雑誌の創刊号で見る大正ロマン

～三猿文庫より～」

■ ９月２５日（火）～１２月２４日（月）

■ ５階・企画展示コーナー

※10 月 29 日（月）・11月 26日（月）は休館

今年は大正元年からちょうど 100 年目。三猿文庫が
所蔵する大正時代に創刊された雑誌を中心に、「大正
ロマン」を映しだす大正時代の文化や風俗を紹介しま
す。明治でもなく昭和でもない、大正ならではの時代
の感性に浸ってください。

日照りの夏を乗り越え、疲れた体を整えて、冬への準
備をするのが秋。自然の恵みを味わい、季節の移り変わ
りを五感で感じながら、楽しく過ごしたいものです。

図書館では、住民のみなさんが「読書の秋」を堪能し
ていただけるように、今年も各種事業を企画しました。
ぜひご観覧、ご参加ください。

読書で得られる感動が、活力となり、
「本との絆」が結ばれることを願って

います。


